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【表紙の写真】

第３回福祉ふれあいまつり開催
　10 月１日、福祉ふれあいまつりが、町中

央公民館で開催されました。

　約 500 人の来場者が訪れるなか、式典や

ステージショーなどたくさんの催しが行わ

れ、ふれあいから生まれる、笑顔の輪が広が

りを見せました。

主な内容

９月定例会あらまし…………………２Ｐ

一般質問………………………………６Ｐ

７月臨時会あらまし……………… １1Ｐ

お知らせ…………………………… １2Ｐ



平成28年　第3回定例会

平成２７年度一般会計及び特別会計決算認定を
含む議案など２０件を認定・可決・同意しました。　

【会期：平成28年9月7日～16日　10日間】

の
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
総
合
計

画
審
議
会
へ
の
諮
問
、
基
本
構
想
の
議
会

の
議
決
な
ど
を
規
定
。

【
施
行
期
日
】　

公
布
の
日
か
ら

【
全
員
賛
成
】

・
次
の
者
の
報
酬
を
追
加
。

　

共
通
投
票
所
の
投
票
管
理
者

　
　

日
額　

１
万
２
６
０
０
円

　

共
通
投
票
所
の
投
票
立
会
人

　
　

日
額　

１
万
７
０
０
円

【
施
行
期
日
】　

公
布
の
日
か
ら

【
全
員
賛
成
】

・
小
堤
地
区
学
習
等
供
用
施
設
に
お
け
る

学
習
及
び
集
会
施
設
と
し
て
の
機
能
を

旧
駒
場
小
学
校
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴

う
改
正
。

・
本
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
茨
城
町

公
共
施
設
の
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
条

例
中
、
﹁
小
堤
地
区
学
習
等
供
用
施
設
﹂

を
削
除
。

【
施
行
期
日
】　

平
成
28
年
10
月
１
日

【
全
員
賛
成
】

・
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
３
項
及
び

同
法
第
２
４
１
条
第
５
項
の
規
定
に
基

づ
く
付
議
。 

 

【
賛
成
多
数
】

・
地
方
公
営
企
業
法
第
30

条
第
４
項
の
規

定
に
基
づ
く
付
議
。 

【
全
員
賛
成
】

・
新
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
伴
う
周

辺
道
路
や
余
熱
利
用
還
元
施
設
の
整
備

及
び
維
持
管
理
な
ど
、
ご
み
処
理
広
域

化
に
係
る
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
霞

台
厚
生
施
設
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
。

【
施
行
期
日
】
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
県

知
事
の
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら

【
賛
成
多
数
】

・
町
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
町
政
を
運
営
す
る
た
め

 ９月定例会あらまし

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７

日
か
ら
16
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
に
は
、
町
長
よ
り
、
上
半
期

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
そ
の
後
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
決
算
認
定
な
ど
18
議
案
に

つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

９
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
５

人
の
議
員
が
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
、

そ
の
後
、
議
案
18
件
、
請
願
１
件
を
そ
れ

ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。

　

12
日
に
は
、
町
長
よ
り
、
議
案
１
件
の

撤
回
請
求
が
あ
り
、
議
会
に
お
い
て
承
認

し
ま
し
た
。

　

16
日
の
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会

委
員
長
よ
り
、
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
討
論
・
採
決
の
結

果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可

決
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
町
長
よ
り
追
加
提
出
の
あ
っ
た

議
案
３
件
（
人
事
案
件
２
件
を
含
む
）
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
し
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

〇
茨
城
町
総
合
計
画
策
定
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

認
定
さ
れ
た
議
案

可
決
さ
れ
た
議
案

〇
茨
城
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て〇
茨
城
町
立
学
習
等
供
用
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
平
成
27
年
度
茨
城
町
公
営
企
業
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
霞
台
厚
生
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

〇
平
成
27
年
度
茨
城
町
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
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 ９月定例会あらまし

・
小
児
及
び
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
制
度

の
所
得
制
限
の
緩
和
。

（
改
正
前
）
児
童
手
当
特
例
給
付
の
制
限

額
準
用

所
得
額
３
９
３
万
円
＋
（
30
万
円
×

扶

養
人
数
）

（
改
正
後
）
現
行
児
童
手
当
の
制
限
額
準

用所
得
額
６
２
２
万
円
＋
（
38
万
円
×

扶

養
人
数
）

【
施
行
期
日
】　

平
成
28
年
10
月
１
日

【
全
員
賛
成
】

・
契
約
の
相
手
方　

　
　

笠
間
市
笠
間
１
７
１
２
番
地
の
６

　
　

有
限
会
社　

ク
ノ
商
会

　
　

代
表
取
締
役　

久
野　

正
博

・
契
約
金
額　

　
　

１
５
４
６
万
１
２
８
０
円

・
履
行
期
限　

　
　

平
成
29
年
１
月
６
日

【
全
員
賛
成
】

町道路線の認定・変更について

・桜の郷開発事業及び道路改良工事に伴う町道路線の認定 【全員賛成】

・桜の郷開発事業に伴う町道路線の変更 【全員賛成】

整理番号 路線名 起点終点 延　長 幅　員

１ 2013号線
旧 桜の郷3294番1地先から大戸3362番地先まで 419.6ｍ 5.3～25.0ｍ

新 桜の郷3292番8地先から大戸3362番地先まで 322.3ｍ 5.3～13.0ｍ

２ 2014号線
旧 桜の郷3341番1地先から大戸3336番5地先まで 389.3ｍ 6.0～25.0ｍ

新 桜の郷610番34地先から大戸3336番5地先まで 184.7ｍ 6.8～10.0ｍ

〇
茨
城
町
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
茨
城
町
立
明
光
中
学
校
生
徒
用
机
・

椅
子
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

整理番号 路線名 起点終点 延　長 幅　員

１ 2626号線 桜の郷3352番9地先から桜の郷3357番3地先まで 129.1ｍ 6.0～10.8ｍ

２ 2627号線 桜の郷600番75地先から桜の郷600番18地先まで 121.1ｍ 6.0～10.3ｍ

３ 2628号線 桜の郷600番84地先から桜の郷600番44地先まで 116.6ｍ 6.0～12.3ｍ

４ 2629号線 桜の郷600番90地先から桜の郷600番53地先まで 97.8ｍ 6.0～12.3ｍ

５ 2630号線 桜の郷610番8地先から桜の郷610番28地先まで 129.6ｍ 6.0～10.4ｍ

６ 2631号線 桜の郷600番16地先から桜の郷610番28地先まで 268.6ｍ 6.0～10.4ｍ

７ 2632号線 桜の郷600番84地先から桜の郷610番20地先まで 141.5ｍ 6.0～10.6ｍ

８ 2633号線 桜の郷3294番6地先から桜の郷3282番4地先まで 548.8ｍ 12.0～25.0ｍ

９ 2634号線 桜の郷2017番6地先から大戸3314番2地先まで 224.8ｍ 6.0～11.0ｍ

10 2635号線 桜の郷1997番1地先から大戸1995番地先まで 272.8ｍ 6.0～13.6ｍ

11 3346号線 下土師1824番2地先から下土師1821番2地先まで 81.0ｍ 4.0ｍ

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
−
46

茨
城
教
育
会
館
２
階

　
　

茨
城
県
教
職
員
組
合

　
　
　

代
表　

吉
田　

豊　

外
65
名

【
賛
成
少
数
】

　

茨
城
町
上
飯
沼
６
２
６
番
地

　
　

茨
城
中
央
農
民
組
合

　
　
　

浅
井　

紘
一

　
　
　

矢　

口　

和　

美　

（
つ
く
ば
市
）

【
全
員
賛
成
】

　
　
　

吹　

野　

久
美
子　

（
木　
　

部
）

【
全
員
賛
成
】

請
願
の
審
査
結
果

人　
　

事

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

審
議
未
了
と
な
っ
た
も
の

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
請
願

○
茨
城
町
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
任

命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
茨
城
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
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一般会計
国民健康保険

特別会計

後期高齢者

医療保険

特別会計

介護保険

特別会計

農業集落

排水事業

特別会計

公共下水道

事業特別会計

歳入総額 11,970,560,932 5,106,738,913 305,768,473 3,053,500,322 259,904,078 677,712,923

歳出総額 11,298,175,563 4,966,218,783 304,945,676 2,945,172,893 252,875,321 666,780,135

歳入歳出

差 引 額
672,385,369 140,520,130 822,797 108,327,429 7,028,757 10,932,788

翌年度へ

繰り越す

べき財源

146,673,000 0 0 0 0 1,894,000

実　　質

収 支 額
525,712,369 140,520,130 822,797 108,327,429 7,028,757 9,038,788

実質収支額

のうち地方

自治法の

規定による

基金繰入額

265,000,000 71,000,000 0 0 0 0

水道事業会計 工業用水道事業会計

収益的収支

収益的収入 767,234,633

収益的収支

収益的収入 4,809,092

収益的支出 679,267,732 収益的支出 4,605,317

差　引　額 87,966,901 差　引　額 203,775

資本的収支

資本的収入 155,591,080

資本的支出 339,517,165

差　引　額 ▲ 183,926,085

※補てん額 183,926,085

認定された平成27年度歳入歳出決算

○一般会計及び特別会計実質収支 （単位 : 円）

（単位 : 円）○公営企業会計（水道事業会計・工業用水道事業会計）

※　水道事業会計、資本的収支補てん額については、当年度消費税資本的収支調整額及び過年度分損益勘定留

保資金、当年度分損益勘定留保資金で補てんしております。

 ９月定例会あらまし
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可決された平成28年度補正予算

○一般会計補正予算の概要

総務費

衛生費

土木費商工費

消防費 教育費 議会費

農林水産業費

民生費1億6532万円

376万円

▲1142万円▲19万円

▲567万円 ▲405万円 26万円

1982万円

1630万円

1305万円

639万円

10万円

1728万円

5000万円

7850万円

▲1109万円

316万円

49万円

186万円

930万円 

4万円

▲1413万円

155万円

1700万円

▲1584万円

▲246万円

227万円

▲567万円 ▲610万円

205万円

26万円

1283万円

41万円

▲567万円

150万円

839万円

236万円

▲382万円

▲1536万円

278万円

320万円

1633万円

290万円

625万円

406万円

▲4万円

・職員給与費

・嘱託員経費

・インターネット共同利用負担金

・庁内情報ネットワーク整備工事

・ふるさと創生事業基金積立

・公共施設等整備基金積立

・職員給与費

・予防接種委託等経費

・未熟児養育費

・広域ごみ処理施設整備事業費

・いばらき聖苑管理運営経費

・その他経費

・職員給与費

・自然災害防止事業負担金

・町道109号線測量設計委託

・公共下水道事業特別会計繰出金

・職員給与費

・観光公園園路改修工事

・職員給与費 ・職員給与費

・調理場機器修繕費及び工事費

・職員給与費

・職員給与費

・農業公社関係経費

・農業集落排水事業特別会計繰出金

・地域担い手確保育成整備事業費

・いばらきの産地パワーアップ支援事業費

・いばらきの園芸産地改革支援事業費

・職員給与費

・各種特別会計繰出金等

・地域介護・福祉空間整備等施設整備事業費

・自立支援給付事業費

・医療福祉事務費

・子ども子育て支援事業費

・多子世帯保育料軽減事業費

・乳児等保育事業費

・その他経費

会　計　名 補正前の額 補正額 補正後の額

一 般 会 計 108億7478万円 1億8413万円 110億5891万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 50億2823万円 1079万円 50億3902万円

後期高齢者医療保険特別会計 3億1774万円 ▲402万円 3億1372万円

介 護 保 険 特 別 会 計 29億1457万円 9847万円 30億1304万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 2億7902万円 ▲64万円 2億7838万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 7億1010万円 ▲1030万円 6億9980万円

水道事業会計（収益的収支） （支出）7億2360万円 ▲1761万円 7億 599万円

 ９月定例会あらまし

茨城町 議会だより5



重
な
管
理
を
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

①
原
子
力
災
害
時
の
町
広
域
避
難

計
画
に
つ
い
て
、
避
難
先
の
潮
来
市
と
神

栖
市
の
２
市
に
平
成
26
年
11
月
に
町
長

が
訪
問
し
、
受
け
入
れ
の
協
議
を
要
請
し

て
い
る
。
し
か
し
本
年
７
月
に
県
よ
り
、

神
栖
市
へ
茨
城
町
単
独
で
は
な
く
ほ
か
の

市
町
村
を
入
れ
る
調
整
を
し
て
い
る
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
。
神
栖
市
と
避
難
協
議
が

進
め
ら
れ
な
い
状
況
。
潮
来
市
に
つ
い
て

は
本
年
２
月
の
担
当
打
ち
合
わ
せ
で
、
神

栖
市
へ
の
避
難
者
数
決
定
後
に
収
容
し
き

れ
な
い
町
民
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
協

定
締
結
に
向
け
た
協
議
の
承
諾
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
避
難
の
途
中
で
検
査
や
簡
易

除
染
を
実
施
す
る
場
所
は
、
県
立
玉
造
工

業
高
校
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
未
確
定

な
状
況
下
だ
が
、
潮
来
市
、
神
栖
市
と
協

議
を
進
め
、
避
難
計
画
の
骨
子
案
を
作
成

し
、
公
表
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
く
。

②
県
園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、

指
定
廃
棄
物
を
テ
ン
ト
型
倉
庫
で
一
時
保

管
し
、
そ
の
保
管
状
況
を
常
に
監
視
す
る

な
ど
厳
重
な
管
理
に
努
め
て
い
る
。
農
業

用
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
洗
浄
水
に
つ
い
て
は
、

定
期
的
な
放
射
能
検
査
の
結
果
不
検
出
と

の
こ
と
。
今
後
と
も
園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
と
連
携
、
調
整
を
図
り
つ
つ
指
定

廃
棄
物
の
安
全
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

環
境
省
な
ど
の
関
係
機
関
に
対
し
、
よ
り

安
全
な
保
管
施
設
を
整
備
す
る
よ
う
、
強

く
働
き
か
け
て
い
く
。

を
設
け
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

必
要
な
原
資
と
し
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
な
ど
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
て
、

町
独
自
の
先
進
的
な
奨
学
金
制
度
を
目
指

す
。
町
ふ
る
さ
と
奨
学
金
制
度
の
早
期
実

現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

①
東
海
村
や
水
戸
市
な
ど
で
は
避

難
計
画
案
を
策
定
し
、
Ｐ
Ｃ
の
募
集
、
住

民
説
明
会
、
県
内
の
受
け
入
れ
自
治
体
と

の
協
定
な
ど
を
進
め
て
い
る
が
、
実
効
性

が
伴
っ
て
い
な
い
。
避
難
計
画
の
実
効
性

に
つ
い
て
疑
問
が
残
る
計
画
し
か
策
定
で

き
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
旨
を
町
民
に
明
ら

か
に
し
、
町
と
し
て
再
稼
働
は
容
認
し
が

た
い
と
表
明
す
べ
き
。
町
の
広
域
避
難
計

画
は
、
現
在
ど
こ
ま
で
策
定
が
進
ん
で
い

る
の
か
。
受
け
入
れ
先
と
の
話
し
合
い
は

ど
の
程
度
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

②
網
掛
に
あ
る
県
園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
は
、
県
内
で
４
番
目
に
多
い
量
の

約
２
３
０
ト
ン
の
放
射
能
汚
染
汚
泥
が
保

管
さ
れ
て
い
る
。
環
境
省
は
茨
城
県
に
つ

い
て
指
定
廃
棄
物
の
分
散
保
管
の
継
続
を

認
め
、
龍
ケ
崎
市
・
ひ
た
ち
な
か
市
の
ご

み
処
理
施
設
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

の
専
用
保
管
庫
の
建
設
を
決
定
し
た
。
園

芸
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
テ
ン
ト
型

倉
庫
で
保
管
し
て
い
る
が
、
決
し
て
堅
固

な
保
管
で
は
な
い
。
涸
沼
に
近
く
漁
業
者

も
不
安
に
思
っ
て
い
る
。
環
境
省
や
県
に

対
し
、
遮
断
型
の
保
管
庫
を
建
設
し
、
厳

学
金
制
度
の
具
体
的
な
内
容
と
実
施
計
画

に
つ
い
て
説
明
を
。

①
本
町
で
は
す
べ
て
の
学
校
に
司

書
教
諭
を
配
置
し
、
児
童
生
徒
の
読
書
活

動
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
平

成
26
年
度
よ
り
、
図
書
館
司
書
を
１
名
増

員
し
、
全
小
中
学
校
に
定
期
的
に
司
書
を

派
遣
し
、
学
校
図
書
館
の
利
用
と
促
進
を

図
る
な
ど
学
校
図
書
館
司
書
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
今
後
効
果
を
検
証
し
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
司
書
の
配
置
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

②
就
学
援
助
制
度
の
周
知
方
法
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
及
び
在
学
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
は
１
月
に
、
新
入
生
に

は
入
学
説
明
会
で
申
請
資
料
を
配
布
す
る

な
ど
、
申
請
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
周
知
徹

底
を
し
て
い
る
。
支
給
時
期
は
、
申
請
内

容
の
精
査
な
ど
に
一
定
期
間
を
要
す
る
の

で
現
在
の
６
月
支
給
が
適
正
と
考
え
て
い

る
。
本
町
の
認
定
基
準
は
生
活
保
護
基
準

の
１
．
４
倍
で
、
県
内
で
も
有
数
の
高
い

水
準
で
認
定
率
は
95

％
を
超
え
る
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
料
は
免
除
。
体
育
実

技
用
品
等
の
支
給
対
象
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
す
る
。
就
学
援
助
制
度
の
趣
旨
に
基

づ
い
た
適
切
な
運
用
に
努
め
る
。

③
町
ふ
る
さ
と
奨
学
金
制
度
は
、
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
施
策

の
一
つ
で
、
子
育
て
世
代
の
転
入
や
定
住

促
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
。

大
学
等
を
卒
業
後
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
町
内

に
定
住
す
る
方
を
対
象
に
減
免
措
置
な
ど

①
子
ど
も
た
ち
の
読
書
を
す
す
め

る
た
め
に
は
、
何
よ
り
学
校
図
書
館
の
充

実
が
必
要
。
小
中
学
校
ご
と
に
、
学
校
図

書
館
に
学
校
司
書
を
配
置
す
る
よ
う
求
め

る
。

②
現
在
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
16
．

３
％
、
６
人
に
１
人
が
貧
困
の
中
に
あ
る

中
で
、
就
学
援
助
制
度
は
、
子
ど
も
た
ち

の
貧
困
を
防
ぐ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
。
町

の
支
給
人
数
は
１
３
２
人
、
支
給
率
は
５
．

０
％
。
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。
入
学
時
期
の
出
費
が
か
さ

む
３
月
支
給
の
検
討
を
。
通
学
費
・
部
活

動
費
・
体
育
実
技
用
品
費
の
支
給
を
。

③
教
育
費
の
家
計
負
担
は
大
き
く
、
学
生

の
半
数
が
奨
学
金
を
借
り
て
お
り
、
奨
学

金
返
済
に
苦
し
ん
で
い
る
。
自
治
体
独
自

で
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
と
こ
ろ
が
増

え
て
い
る
。
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
中
の
茨
城
町
ふ
る
さ
と
奨

 一般質問

川澄　敬子　 議員

一 

般 

質 

問

子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て

原
発
問
題
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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 一般質問

号
給
に
統
一
し
、
後
か
ら
昇
格
し
た
年
上

の
者
は
既
存
課
長
の
号
給
を
超
え
な
い
と

す
る
、
年
功
序
列
に
関
係
な
い
新
た
な
給

与
制
度
の
確
立
を
。

②
消
防
職
の
給
与
制
度
に
つ
い
て

　

行
政
職
の
職
務
表
を
７
級
に
改
正
し

た
が
、
消
防
職
の
職
務
表
は
な
ぜ
改
正
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
消
防
職
員
は
、

職
務
の
特
殊
性
か
ら
、
給
与
が
行
政
職
員

よ
り
上
位
に
格
付
け
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
行
政
職
員
と
の
水
準
を
最
低
で
も

維
持
す
る
制
度
運
用
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

対
応
は
い
か
が
か
。

①
地
方
公
務
員
の
給
与
決
定
に
お

い
て
は
、
職
務
と
責
任
に
応
じ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
適
正
な
執
行
に
努

め
て
い
く
。

②
消
防
職
の
職
務
の
級
に
つ
い
て
は
、
階

級
ご
と
の
職
務
の
級
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
現
行
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

消
防
職
給
料
表
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

県
内
市
町
村
の
状
況
を
考
慮
し
て
改
善
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

①
新
た
な
給
与
制
度
の
確
立
は
、

一
定
の
制
約
を
受
け
る
が
、
基
本
的
に
は

地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
に
任
さ
れ
て
い

る
部
分
が
大
き
く
あ
る
の
で
、
さ
ら
な
る

調
査
研
究
に
よ
り
、
給
与
制
度
の
改
革
を

求
め
る
。

②
団
結
権
の
な
い
公
安
職
に
つ
い
て
は
、

そ
の
処
遇
に
つ
い
て
、
総
務
部
課
長
は
職

責
と
し
て
常
に
見
極
め
て
い
き
、
職
務
表

改
正
を
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
提
案

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

く
い
場
所
に
あ
り
、
現
状
で
は
防
犯
上
の

危
険
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
対

応
は
。
ま
た
、
沼
前
小
学
校
跡
地
が
整
備

さ
れ
た
と
き
、
利
用
者
と
の
連
携
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

①
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
国
の
検
討
状
況

や
そ
れ
に
伴
う
県
の
対
応
状
況
な
ど
を
見

極
め
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
べ
き
な
の
か
、
各
関
係
機
関
や
町
社
会

福
祉
協
議
会
等
と
協
議
し
て
い
く
。
な
お
、

学
校
跡
地
の
利
活
用
と
し
て
は
、
地
域
の

活
性
化
や
交
流
の
場
と
し
て
最
大
限
に
有

効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
協
議
を
進
め

て
い
く
。

②
沼
前
幼
稚
園
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
等
、
設
備
面
の
ほ
か
に
、
緊

急
時
の
対
応
で
は
、
園
の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
お
り
、
不
審
者
対

応
の
備
え
と
し
て
い
る
。
跡
地
利
用
を
検

討
す
る
際
に
は
、
地
域
の
高
齢
者
な
ど
が

日
常
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
に
ぎ

わ
い
を
持
た
せ
、
犯
罪
抑
止
に
つ
な
が
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

①
地
域
福
祉
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、

地
域
密
着
型
福
祉
施
設
の
設
置
が
具
現
化

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

②
学
校
跡
地
は
幼
稚
園
と
リ
ン
ク
す
る
整

備
に
努
め
、
さ
ら
な
る
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

①
管
理
職
の
昇
給
方
法
に
つ
い
て

　

課
長
職
６
級
の
ス
タ
ー
ト
号
給
を
同
一

時
的
整
備
に
関
す
る
要
領
」
を
作
成
し
、

次
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
作
業
を
進

め
て
い
く
。

②
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
社
会
経
済
情
勢
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
環
境
衛
生
の

改
善
や
定
住
化
促
進
な
ど
も
踏
ま
え
、
効

果
的
な
整
備
計
画
の
策
定
を
図
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
町
道
内
の
側
溝
敷
設
に
つ

い
て
は
、
流
末
で
あ
る
渋
川
の
調
査
を
含

め
、
当
該
地
区
の
雨
水
排
水
計
画
を
総
合

的
に
判
断
し
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

①
未
舗
装
道
路
の
早
期
解
消
の
た

め
、
本
年
度
内
よ
り
調
査
開
始
を
求
め
る
。

②
本
町
へ
の
移
住
、
定
着
を
促
進
す
る
た

め
に
も
、
生
活
排
水
対
策
は
避
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
の
で
、
公
共
下

水
道
整
備
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
住

民
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
排
水
対
策
を
講

じ
る
よ
う
求
め
る
。

①
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
を

　

学
校
跡
地
の
地
域
福
祉
拠
点
と
し
て
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
福
祉
制
度
の

枠
組
み
を
超
え
た
柔
軟
な
支
援
を
展
開
す

る
総
合
支
援
型
施
設
、
「
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
て
は
。　
　

②
沼
前
幼
稚
園
の
防
犯
対
策
は

　

沼
前
小
学
校
の
廃
校
に
よ
り
、
残
さ
れ

た
沼
前
幼
稚
園
は
、
外
部
の
目
が
届
き
に

①
狭
隘
道
路
（
未
舗
装
）
の
整
備
促
進
を

　

町
内
に
は
、
狭
隘
道
路
の
た
め
未
舗
装

箇
所
が
多
く
あ
り
、
地
域
住
民
よ
り
早
期

解
消
が
望
ま
れ
て
い
る
。
今
後
の
対
応
は
。

②
定
住
化
促
進
の
た
め
の
排
水
対
策
の
促

進
を

　

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
長
岡
矢
頭
地

域
な
ど
が
人
口
増
加
地
域
と
し
て
い
る
が
、

矢
頭
東
区
な
ど
で
は
、
排
水
対
策
が
合
併

浄
化
槽
で
あ
り
、
公
共
下
水
道
の
早
期
整

備
が
地
域
住
民
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
。

公
共
下
水
道
の
全
体
計
画
エ
リ
ア
内
で
あ

り
、
今
後
の
整
備
推
進
計
画
は
。
ま
た
、

公
共
下
水
道
が
長
期
の
整
備
計
画
で
あ
れ

ば
、
町
道
内
に
側
溝
を
敷
設
す
る
な
ど
の

対
応
は
い
か
が
か
。

①
現
に
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
る

地
域
に
お
い
て
、
幅
員
４
ｍ
以
上
を
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
な
道
路
に
つ
い
て
は
、

４
ｍ
未
満
で
も
舗
装
の
整
備
を
検
討
す
る

措
置
と
し
て
、
新
た
に
「
生
活
道
路
の
臨

入野　富男　 議員
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般 

質 

問

質
問

意
見

意
見

意
見

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

快
適
な
住
環
境
の
促
進
に
つ
い
て

学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て

職
員
給
与
の
適
正
化
に
つ
い
て
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ま
た
、
自
然
公
園
に
大
型
バ
ス
が
乗
り
入

れ
ら
れ
る
町
道
１
２
０
号
バ
イ
パ
ス
の

早
期
完
成
を
強
く
求
め
る
。

町
で
は
昨
年
７
月
に
農
業
公
社
を

設
立
し
た
が
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
小
規
模
農
地
を
利
活
用
し
て
い
く
た

め
、
地
域
ご
と
に
重
点
的
に
取
り
組
む
よ

う
な
場
所
を
つ
く
り
、
地
域
を
知
り
尽
く

し
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
農
地
集
積
に
向
け
地
域

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
町
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
か
、
そ
の
手
法
を
伺
う
。

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
で
耕

作
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
小
規

模
農
地
の
利
活
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、

ま
と
ま
っ
た
形
で
農
地
を
利
用
で
き
る
状

態
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
農
地
集
積

推
進
協
議
会
を
旧
村
単
位
に
設
立
し
、
各

地
区
に
農
地
集
積
の
モ
デ
ル
地
区
を
設
置

す
る
予
定
。
今
後
は
モ
デ
ル
地
区
に
お
い

て
、
農
家
意
向
調
査
や
座
談
会
を
実
施
し
、

地
権
者
と
担
い
手
農
家
の
合
意
形
成
を
図

り
農
地
集
積
、
農
地
の
集
約
化
を
推
進
し

て
い
く
。町

全
体
を
一
律
の
農
地
利
用
で
は

な
く
、
地
域
ご
と
の
最
適
な
農
業
と
は
何

か
、
地
域
の
維
持
発
展
に
は
ど
の
よ
う
な

農
地
の
利
用
が
最
適
か
を
考
え
、
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
農
業

公
社
が
一
体
と
な
り
、
財
産
価
値
の
な
く

な
っ
た
土
地
持
ち
高
齢
者
が
安
心
し
て
農

地
を
預
け
ら
れ
る
「
今
よ
り
少
し
で
も
良

く
」
を
見
据
え
た
農
業
政
策
を
要
望
す
る
。

政
、
住
民
、
事
業
者
な
ど
が
役
割
を
認
識

し
、
互
い
に
協
働
・
連
携
し
な
が
ら
各
種

施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

涸
沼
の
水
質
調
査
を
年
４
回
実
施
す
る

と
と
も
に
、
監
視
員
を
選
任
し
、
水
質
汚

濁
や
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見

に
努
め
て
お
り
、
町
内
一
斉
の
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
年
２
回
実
施
す
る
ほ
か
、
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ひ
ぬ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

と
も
連
携
し
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
快
適
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
将

来
に
わ
た
っ
て
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
新
た
な
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

②
涸
沼
自
然
公
園
ま
で
大
型
バ
ス
が
通
行

で
き
る
道
路
整
備
と
し
て
、
中
石
崎
地
内

町
道
１
２
０
号
線
の
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ

い
て
、
本
年
度
、
不
動
産
鑑
定
業
務
、
補

償
調
査
を
発
注
し
、
年
明
け
の
１
月
よ
り

用
地
買
収
に
入
る
予
定
。「
涸
沼
一
周
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
な
ど
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
関
係
市
町
と
の
協
議
や
県
へ
の
要

望
を
検
討
し
て
い
く
。
冠
水
対
策
に
つ
い

て
は
、
中
石
崎
宮
前
地
区
に
お
け
る
涸
沼

の
湖
岸
道
路
、
町
道
１
０
２
号
線
の
道
路

か
さ
上
げ
工
事
を
本
年
度
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。涸

沼
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
環
境
に
関
心
を

持
ち
、
進
ん
で
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

に
参
加
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
新
た

に
制
定
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
に
自
然
や
環
境
の
大
切
さ
を
教
え
伝

え
る
教
育
に
つ
い
て
取
り
入
れ
、
ま
た
目

に
見
え
る
形
で
、
数
字
に
表
さ
れ
る
条
例

と
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
提
案
な
ど
も

参
考
に
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
交
流
の

場
と
し
て
最
大
限
に
有
効
活
用
が
図
れ
る

よ
う
、
今
年
度
末
を
目
途
と
し
て
跡
地
利

用
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

跡
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
地

区
に
あ
っ
た
目
標
を
示
し
、
地
域
住
民
は

何
を
行
い
何
が
で
き
る
の
か
、
町
は
何
を

考
え
行
っ
て
い
く
か
を
地
区
に
き
ち
ん
と

説
明
し
て
い
き
、
５
年
先
、
10
年
先
の
目

標
設
定
を
し
っ
か
り
行
い
夢
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
、
地
区
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

①
涸
沼
は
多
く
の
人
が
美
し
い
景

観
や
自
然
を
楽
し
み
、
多
く
の
恵
み
を
私

た
ち
に
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
大
切

な
涸
沼
を
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
、
環
境
保
全
へ
の
取
り

組
み
は
と
て
も
重
要
。
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

②
涸
沼
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
高
速

の
イ
ン
タ
ー
よ
り
涸
沼
自
然
公
園
ま
で
大

型
バ
ス
が
通
行
で
き
る
道
路
の
早
期
完
成

を
。
ま
た
「
涸
沼
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
」
、「
涸
沼
一
周
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
」
、「
野

鳥
観
察
ロ
ー
ド
」
な
ど
長
期
を
見
据
え
た

計
画
を
。
宮
前
区
や
秋
の
月
の
周
辺
の
一

部
は
堤
防
が
な
く
、
大
雨
や
台
風
な
ど
で

道
路
が
冠
水
し
通
行
不
能
と
な
り
、
生
活

に
も
不
便
で
あ
る
が
、
堤
防
が
な
く
直
接

水
と
触
れ
合
え
る
と
こ
ろ
を
残
し
て
の
道

路
整
備
と
今
後
の
計
画
は
。

①
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
３
月
に
茨
城
町
環
境
基
本
計

画
を
策
定
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
行

小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

町
未
利
用
地
等
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受

け
、
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
引
き
続
き

活
用
で
き
る
が
、
校
舎
の
利
用
に
つ
い
て

は
決
定
的
な
利
用
計
画
が
決
ま
っ
て
い
な

い
。
現
在
の
学
校
跡
地
の
利
用
状
況
と
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
跡
地
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
、
体
育
館
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
等
の
団
体
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
に
施
設
開
放
を

行
い
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と

し
た
親
交
の
場
と
し
て
利
用
す
る
と
と
も

に
、
避
難
所
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
緊
急
避

難
発
着
場
と
し
て
も
指
定
し
て
い
る
。
旧

駒
場
小
学
校
の
校
舎
は
、
本
年
７
月
か
ら

学
校
教
育
課
及
び
生
涯
学
習
課
の
執
務
室

と
し
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
文
化

活
動
団
体
な
ど
に
施
設
開
放
を
行
い
、
利

用
し
て
い
る
。
今
後
の
計
画
は
、
町
未
利

用
地
等
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、

具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
答
申
内

容
を
尊
重
し
、
東
京
理
科
大
学
か
ら
の
廃

 一般質問

亀山　勝男　 議員

意
見

農
業
公
社
と
農
業
に
つ
い
て

一 

般 

質 

問

質
問

質
問

意
見

意
見

答
弁

答
弁

学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て

涸
沼
の
利
活
用
と
周
辺
整
備
つ
い
て

質
問

答
弁
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て
い
く
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就
労
施
設
で

供
給
す
る
物
品
等
の
販
路
拡
大
を
し
て
、

工
賃
水
準
の
引
き
上
げ
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」
に
基
づ

く
物
品
調
達
、
役
務
の
発
注
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
実
績
が
あ
る
か
、

ま
た
今
後
の
方
針
は
ど
う
か
、
伺
い
ま

す
。

「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
で
地
方

公
共
団
体
は
２
．
３
％
以
上
の
障
が
い
者

を
雇
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
５
名
以
上
が
義
務
付
け

ら
れ
、
現
在
５
名
の
障
が
い
の
あ
る
方
を

雇
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
「
町
第
４

次
職
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
く
定
員
管

理
の
範
囲
内
で
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
窓
口

で
の
相
談
及
び
県
で
実
施
し
て
い
る
就
職

面
接
会
の
案
内
を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
障
が
い
者
の
雇

用
促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

物
品
調
達
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
町
内

２
つ
の
施
設
か
ら
物
品
を
購
入
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
紹
介
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
就
労
支
援
施
設

等
で
供
給
す
る
物
品
を
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
周
知
、
需
要
増
進
を
図
り
、
障
が
い

者
の
自
立
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

早
急
に
調
達
方
針
を
策
定
し
て
、

就
労
施
設
と
物
品
、
役
務
に
つ
い
て
協
議

し
て
下
さ
い
。
今
の
就
労
施
設
は
、
菓
子
、

木
工
品
ほ
か
、
除
草
、
軽
作
業
等
も
で
き

る
の
で
、
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
差
別
解
消
に
関
す
る
条
例

は
、
法
の
趣
旨
及
び
近
隣
市
町
村
の
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

「
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議

会
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
８
月
に
設
置
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
委
員
構
成
は
、
障
が
い

者
支
援
機
関
及
び
障
が
い
者
団
体
の
代
表
、

障
が
い
者
関
係
者
な
ど
で
す
。
今
後
も
障

が
い
者
が
地
域
生
活
を
円
滑
に
営
め
る
よ

う
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
」

に
よ
り
ま
す
と
、
す
べ
て
の
事
業
主
に
対

し
募
集
、
採
用
、
賃
金
、
昇
進
な
ど
の
雇

用
の
分
野
で
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
を
理

由
と
す
る
差
別
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
に
と
っ
て
の
就
労
環
境
は
、

雇
用
面
、
待
遇
面
の
ど
ち
ら
を
と
っ
て
も

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
生
活
の

安
定
、
向
上
の
た
め
に
は
一
層
の
環
境
改

善
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
国
や
地
方
公
共
団
体

で
は
、
障
が
い
者
の
雇
用
率
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
本
町
職
員
の
直
近
の
法

定
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
障
が
い

者
の
職
員
採
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
就
労
支
援
の
改
善
を
図
っ

車
椅
子
ト
イ
レ
へ
の
改
修
、
段
差
解
消
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
な
ど
の
事
業
に
助
成
措
置

を
行
う
こ
と
と
し
た
例
、
ま
た
条
例
の
中

に
合
理
的
配
慮
に
優
れ
た
企
業
や
団
体
、

個
人
を
選
考
し
、
表
彰
す
る
制
度
を
組
み

込
ん
だ
例
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
障

が
い
者
差
別
解
消
の
推
進
に
関
す
る
施
策

の
実
施
計
画
を
策
定
し
、
実
施
状
況
の
公

表
を
条
例
化
し
た
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
障
が
い
者
に
優
し

い
町
と
す
る
た
め
に
は
、
車
椅
子
が
通
行

し
や
す
い
歩
道
の
整
備
や
公
共
・
民
間
施

設
を
問
わ
ず
、
車
椅
子
ス
ロ
ー
プ
の
設
置

な
ど
物
理
的
バ
リ
ア
の
解
消
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
法
律
の
趣
旨
を
町
民
や
町
内

事
業
者
に
理
解
を
求
め
て
い
く
上
で
、
ま

た
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
生
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
町
で
も
「
障

が
い
者
差
別
の
解
消
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
へ
の
権
利
利
益
の
侵

害
や
合
理
的
な
配
慮
に
対
す
る
本
町
職
員

の
対
応
要
領
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
障
が
い
者
の
相
談
窓
口
と
し

て
の
「
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議

会
」
に
つ
い
て
設
置
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行

さ
れ
、
行
政
機
関
等
の
職
員
が
適
切
に
対

応
す
る
た
め
に
必
要
な
要
領
を
定
め
る
よ

う
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
は
、
障
が
い
者
差
別
解
消
に
関

す
る
対
応
要
領
を
早
急
に
作
成
す
る
と
と

も
に
、
職
員
研
修
や
普
及
啓
発
活
動
を
通

じ
て
、
障
が
い
者
の
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
25
年
６
月
に
成
立
し
た
「
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
い
わ
ゆ
る
「
障
害
者
差
別

解
消
法
」
が
本
年
４
月
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
の
社
会
に
は
、
障
が
い
者
が
日
常
生

活
す
る
上
で
、
色
々
な
バ
リ
ア
が
あ
り
ま

す
。
階
段
や
歩
道
段
差
の
物
理
的
バ
リ
ア
、

情
報
、
制
度
バ
リ
ア
そ
し
て
心
の
バ
リ
ア

で
す
。
こ
の
中
で
も
、
差
別
意
識
を
無
く

す
こ
と
や
困
っ
て
い
る
時
の
声
掛
け
な
ど
、

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
実
現
が
重
要
で
す
。

　

直
近
の
問
題
と
し
て
、
障
が
い
者
施
設

で
の
凄
惨
な
殺
傷
事
件
、
ま
た
都
内
の
地

下
鉄
で
、
視
覚
障
が
い
者
が
線
路
に
転
落

し
、
電
車
に
ひ
か
れ
る
死
亡
事
故
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
心
の
バ
リ

ア
、
物
理
的
バ
リ
ア
の
面
で
今
後
の
再
発

防
止
に
向
け
、
関
係
者
に
よ
る
充
分
な
る

対
策
、
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
の
法
律
に
準
じ
、
国
内
市
町
村
で
も

動
き
が
あ
り
ま
す
。
条
例
制
定
に
併
せ
て
、

大野　千里　 議員
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取
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城
県
と
と
も
に
環
境
省
本
省
に
対
し
、
要

望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

「
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
」
は
涸
沼
の

魅
力
を
国
内
外
に
広
く
発
信
す
る
拠
点
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
引
き
続

き
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

積
極
的
な
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

観
光
地
と
し
て
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
よ
り
国
か
ら
の
交
付
金

を
活
用
し
て
、
涸
沼
の
魅
力
発
信
に
つ
な

が
る
事
業
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
年
度
に
つ
い
て
は
、
「
ひ
ぬ
ま
の
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
観
光
ア

プ
リ
を
作
成
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
情
報

発
信
力
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
を
契
機
に
、

涸
沼
の
魅
力
を
単
発
的
で
は
な
く
、
継
続

し
て
広
く
発
信
す
べ
く
、
町
全
体
で
こ
の

気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
、
現
在
、
多
く

の
方
が
来
町
し
て
い
る
な
か
で
、
「
水
鳥
・

湿
地
セ
ン
タ
ー
」
の
誘
致
を
今
後
も
進
め

て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
涸
沼
を
周
回
す
る
本
格
的
な
マ

ラ
ソ
ン
大
会
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み

な
が
ら
の
散
策
、
涸
沼
駅
か
ら
下
石
崎
の

広
浦
港
間
に
船
を
出
し
涸
沼
自
然
公
園
へ

誘
導
す
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
人
が
涸
沼

を
体
感
し
な
が
ら
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
れ
ば
、
涸
沼
の
存
在
を
町
外
に
も

知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

あ
わ
せ
て
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

に
お
け
る
涸
沼
の
自
然
観
察
な
ど
、
学
校

行
事
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
茨
城
町

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
涸
沼
を
感
じ
る
よ
う

な
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

を
平
成
22
年
４
月
に
締
結
し
、
災
害
発
生

時
に
は
、
高
規
格
排
水
車
両
等
の
貸
付
け

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
車
両

の
借
受
け
に
よ
る
対
応
を
考
え
て
い
る
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
作
成

か
ら
７
年
も
経
っ
て
お
り
、
総
点
検
を
し

て
早
急
に
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
避
難
場
所
な
ど
の
周
知
は
、
小
中
学

校
の
授
業
や
区
の
集
ま
り
な
ど
を
利
用
し
、

広
く
町
民
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。
排
水
ポ
ン
プ
等
の
導
入
は
、
交
付

金
等
を
活
用
し
、
検
討
す
る
よ
う
要
望
す

る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
と
の
災
害
時
相

互
協
力
に
関
す
る
申
合
せ
を
締
結
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
機
材
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
、
県
や

国
土
交
通
省
を
は
じ
め
関
係
省
庁
と
の
連

絡
、
情
報
交
換
を
進
め
、
災
害
へ
の
備
え

を
し
て
お
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

涸
沼
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登

録
に
よ
り
、
観
光
・
観
察
の
拠
点
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、「
水
鳥
・

湿
地
セ
ン
タ
ー
」
の
誘
致
に
つ
い
て
意
気

込
み
を
伺
う
。
ま
た
、
観
光
地
と
し
て
の

涸
沼
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く
の
か
、

町
の
取
り
組
み
や
考
え
を
伺
う
。

環
境
省
が
整
備
す
る
「
水
鳥
・
湿

地
セ
ン
タ
ー
」
の
誘
致
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
11

月
に
環
境
省
関
東
地
方
環
境
事

務
所
に
対
し
要
望
を
行
い
、
そ
の
後
、
本

年
８
月
４
日
に
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

湿
地
ひ
ぬ
ま
の
会
」
が
主
体
と
な
り
、
茨

町
と
し
て
備
蓄
品
の
備
え
は
。

④
町
と
し
て
国
土
交
通
省
対
策
本
部
に
あ

る
よ
う
な
高
規
格
の
排
水
ポ
ン
プ
車
や
排

水
ポ
ン
プ
を
導
入
し
、
水
害
へ
の
備
え
を

し
て
は
い
か
が
か
、
そ
の
考
え
は
。

①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
３
月
に
浸
水
す
る
範
囲
と
そ

の
程
度
及
び
避
難
場
所
を
示
し
た
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
、
平
成
25
年
12
月
に

が
け
崩
れ
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

水
害
に
対
す
る
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
、

災
害
の
種
類
、
程
度
に
応
じ
て
災
害
警
戒

本
部
を
設
置
し
、
気
象
情
報
等
の
収
集
、

河
川
及
び
急
傾
斜
地
の
巡
回
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
防
災
行
政
無
線
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
予
想
さ
れ
る
災
害
に
適

宜
対
応
し
て
い
く
。

②
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
や
避
難
場
所

へ
の
誘
導
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
防
災
無
線
・
広
報
車

に
よ
り
伝
達
・
誘
導
等
の
対
応
に
あ
た
っ

て
い
る
。
今
後
も
地
元
の
自
治
会
や
消
防

組
織
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
災
害
時
の
対

応
に
努
め
て
い
く
。

③
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
非
常
食
と
し
て

ア
ル
フ
ァ
米
及
び
乾
パ
ン
な
ど
を
約
１
６

０
０
人
分
、
１
日
分
を
備
蓄
し
て
、
そ
の

他
、
毛
布
５
７
０
０
枚
、
ス
ト
ー
ブ
、
投

光
器
な
ど
防
災
資
機
材
を
備
え
て
い
る
。

④
出
水
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
町
消
防

や
地
元
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
両
等
に
よ
り

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
関

東
地
方
整
備
局
と
１
都
８
県
５
政
令
市
で

「
災
害
時
相
互
協
力
に
関
す
る
申
合
せ
」

当
町
で
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
り
、
上
石
崎
や
下
飯
沼
地
内
で
浸

水
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
り
、
千
勝
交
差

点
付
近
で
み
ら
れ
る
道
路
の
冠
水
に
よ
る

交
通
の
妨
げ
が
お
き
た
り
す
る
な
ど
、
低

い
土
地
で
の
浸
水
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
涸
沼
前
川
や
寛
政
川
、
海
老
沢

地
内
の
桜
川
な
ど
、
大
雨
時
に
は
町
消
防

や
地
元
消
防
団
が
警
戒
に
あ
た
っ
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
町
と
し
て
は
水
害
に
対
す

る
備
え
を
充
分
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

①
町
と
し
て
は
ど
の
地
域
に
、
ど
の
位
の

量
の
雨
で
、
ど
こ
に
被
害
が
出
る
の
か
な

ど
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
成
し
て
い
る

の
か
。
作
成
し
て
い
れ
ば
、
い
つ
作
成
し

た
も
の
か
。
ま
た
、
水
害
に
対
す
る
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
を
立
て
て
い
る
の
か
。

②
災
害
時
の
避
難
場
所
へ
の
誘
導
の
仕
方

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
町
民
に
知
ら
せ

安
全
に
避
難
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
対
策
は
。

③
避
難
所
へ
の
食
糧
や
生
活
必
需
品
な
ど
、

石川　祐一　 議員
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　議会では、皆さんの生活に直結した重要な問題が審議されています。

　町政を身近に知るためにも、議会を傍聴してみてはいかがでしょうか。

　傍聴にあたっては、傍聴を希望する当日に受付（役場３階議会事務局）にて傍聴券を受け取り、傍聴

者入口より議場にお入りください。

　傍聴者席は、先着順にて定員 35 名までとなっております。

　なお、定員を超えた場合は、庁舎１階ロビーに設置してありますテレビでも議会中継をご覧いただけ

ます。

議会を傍聴してみませんか

茨城町議会事務局

電話　029－292－1111（代表）　029－240－7193（直通）

議会傍聴等についての

お問い合わせ

・
契
約
金
額　

　
　

３
７
０
９
万
４
４
１
６
円

・
履
行
期
限　

　
　

平
成
29
年
３
月
10
日

【
全
員
賛
成
】

・
契
約
の
相
手
方

　
　

石
岡
市
国
府
５
丁
目
２
番
25
号

　
　

有
限
会
社　

鈴
機

　
　

代
表
取
締
役　

鈴
木　

直
人

・
契
約
金
額　

　
　

１
６
９
７
万
４
６
１
６
円

・
履
行
期
限

　
　

平
成
29
年
１
月
31
日

【
全
員
賛
成
】

　

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
が
７
月
27
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
契
約
の
締
結
に
関
す
る
議
案
３
件
に
つ

い
て
、
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
契
約
の
相
手
方　

　
　

茨
城
町
小
堤
１
７
４
３
番
地
の
１

　
　

株
式
会
社　

松
浦
工
務
店

　
　

代
表
取
締
役　

松
浦　

義
文

・
契
約
金
額

　
　

１
億
１
１
８
８
万
８
０
０
０
円

・
履
行
期
限

　
　

平
成
29
年
１
月
13
日

【
全
員
賛
成
】

・
契
約
の
相
手
方　

　
　

石
岡
市
国
府
５
丁
目
２
番
25
号

　
　

有
限
会
社　

鈴
機

　
　

代
表
取
締
役　

鈴
木　

直
人

 ７月臨時会あらまし

７
月
臨
時
会
あ
ら
ま
し

可
決
さ
れ
た
議
案

〇
旧
茨
城
町
立
駒
場
小
学
校
管
理
教
室

棟
大
規
模
改
造
工
事
の
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

〇
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

〇
平
成
28
年
度
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整

備
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
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７
月
臨
時
会

　
　
　

７
月
27
日　

２
名
欠
席

　
　

９
月
定
例
会

　
　
　

９
月
７
日　

全
員
出
席

　
　
　
　
　

９
日　

１
名
欠
席

　
　
　
　
　

12
日　

全
員
出
席

　
　
　
　
　

16
日　

全
員
出
席
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期 月 / 日 曜 時 刻 種 　別 審　議　等　の　内　容

1 12/8 木 10時

全員協議会

本　会　議 議案一括上程、提案理由説明

2 12/9 金 休　　　会 議事調査

3 12/10 土 休　　　会 議事調査

4 12/11 日 休　　　会 議事調査

5 12/12 月 10時

本　会　議
会派代表・一般質問

議案等の質疑、委員会付託

委　員　会 付託案件の審査（常任委員会）

6 12/13 火 10時 委　員　会 付託案件の審査（常任委員会）

7 12/14 水 10時 委　員　会 付託案件の審査（常任委員会）

8 12/15 木 10時 委　員　会 付託案件の審査（常任委員会）

9 12/16 金 10時

議会運営委員会

全員協議会

本　会　議 付託案件の報告、質疑、討論、採決

 お知らせ

平成28年第４回定例会　会期日程（案）
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茨城町 議会だより 12


